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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第145期
第２四半期
連結累計期間

第146期
第２四半期
連結累計期間

第145期
第２四半期
連結会計期間

第146期
第２四半期
連結会計期間

第145期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 102,660 29,790 55,333 15,279 167,369

経常損益 (百万円) 12,489 △6,492 6,836 △3,622 12,432

四半期(当期)純損益 (百万円) 5,464 △9,382 2,000 △7,579 3,995

純資産額 (百万円) ― ― 114,180 97,015 105,325

総資産額 (百万円) ― ― 203,285 144,419 172,104

１株当たり純資産額 (円) ― ― 672.32 576.66 627.94

１株当たり四半期
(当期)純損益

(円) 32.84 △57.08 12.02 △46.12 24.13

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 55.0 65.6 60.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,715 7,677 ― ― 3,328

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,716 △1,743 ― ― △8,811

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,832 △4,351 ― ― 3,190

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 25,945 27,973 26,376

従業員数 (名) ― ― 2,975 2,949 2,908

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、第145期第２四半期連結累計期間、第145期第

２四半期連結会計期間及び第145期は潜在株式が存在しないため、第146期第２四半期連結累計期間及び第146期

第２四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、当該欄は「―」

と記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 2,949

(注) １　従業員数は就業人員(当グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当グループへの出向者を

含んでおります)であります。

２　臨時従業員数(パートタイマー等を含んでおります)の総数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を省

略しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 2,197

(注) １　従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります)でありま

す。

２　臨時従業員数（パートタイマー等を含んでおります）の総数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を

省略しております。

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

 3/30



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

生産、受注及び販売の状況については、当グループが製造・販売を行っている主要な製品別に区分しま

す。

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

ＮＣ旋盤 2,823 -78.7

マシニングセンタ 6,014 -77.9

複合加工機 2,094 -84.2

ＮＣ研削盤 290 -71.9

その他 410 -44.1

合計 11,632 -79.0

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称
受注高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

受注残高
(百万円)

前年同四半期比
(％)

ＮＣ旋盤 2,332 -79.4 4,466 -71.3

マシニングセンタ 5,791 -74.4 14,408 -61.1

複合加工機 2,877 -74.8 3,680 -63.6

ＮＣ研削盤 376 -68.3 523 -67.9

その他 607 -17.4 561 +113.6

合計 11,985 -74.6 23,640 -63.4

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を主要な製品別に示すと、次のとおりになります。
　

主要な製品の名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

ＮＣ旋盤 3,769 -71.0

マシニングセンタ 7,940 -71.3

複合加工機 2,786 -78.6

ＮＣ研削盤 344 -64.6

その他 437 -38.7

合計 15,279 -72.4

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主要な販売先については、総販売実績の100分の10以上を占める販売先がありませんでしたので、記載を省略し

ております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他経営に重要な影響を及ぼす事象は

ありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、在庫調整の進展、中国等アジア経済の改善を背景

として輸出、生産の増加が見られるなど、昨年９月の金融危機発生以来の経済の大収縮局面から緩やかな

回復に転じてきております。個人消費においても、景気対策の効果で持ち直し傾向にあります。

　しかしながら、企業収益は依然低水準であり、設備過剰感の高まりを主要因として、設備投資は大幅に悪

化したままで推移しております。

　工作機械業界におきましては、業界受注額を見ると平成21年１月を底に増加の傾向を示しているもの

の、本年１月から９月までの累計受注額は前年同期比77％減と極めて低い水準にあります。

　このような状況の中で当企業グループは、顧客拡大、生産改革、そして体質強化のための諸施策を全力で

進めてまいりました。

　顧客拡大につきましては、中国、ロシア、インド等新興工業国を中心とした販売体制強化、発電機・航空

機・車両・船舶などのインフラ関連産業向けを始めグローバルに顧客を拡げる新商品開発、機電融合の

オンリーワン技術を展開するソリューション力強化を進めてまいりました。
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グローバル販売体制強化において、本年８月に中国上海市郊外に展示場及び新鋭サービス工場を有す

る中国最大クラスの拠点を開設、さらに本年９月にモスクワに現地法人を設立し、テクニカルセンターを

開設するなど、新興工業国を中心とした販売、サービス機能の拡充を進めております。

　新商品・新技術開発においては、大型部品加工での強みをさらに拡げる門形ターニングセンタ「VTRシ

リーズ」、大型複合加工機「MULTUS B750」などを開発、市場投入してまいりました。さらに、新たなオン

リーワン技術として最適な加工条件を探索する「加工ナビ」を開発、リリースいたしました。

　生産改革につきましては、生産量に合わせて最適な生産を行い、需要拡大期にいち早く生産拡大を進め

るための国内２工場の集中生産体制により、生産リードタイムの短縮、生産効率の向上に努めてまいりま

した。

　体質強化につきましては、生産改革による効率向上、棚卸資産の圧縮に加え、経費の圧縮、コストダウン、

品質のさらなる向上、教育による社員の能力向上により、不況期での収益確保、成長期での収益拡大への

体制づくりに努めてまいりました。

　工作機械需要の大幅な減少の中で、これら諸施策を進めてまいりました結果、当第２四半期連結会計期

間における連結受注高は119億８千５百万円（前年同四半期比74.6％減）、連結売上高は152億７千９百

万円（同72.4％減）、営業損失は33億４千万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益67億６千８百万

円）、経常損失は36億２千２百万円（前年同四半期連結会計期間は経常利益68億３千６百万円）、そして

四半期純損失は75億７千９百万円（前年同四半期連結会計期間は四半期純利益20億円）となりました。

　

次に、所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

日本は、在庫調整の進展などにより、製造業の稼働率はボトムから上がっておりますが、依然低水

準で推移しております。さらに、経済の先行き不透明、設備の過剰感を背景にして、中小企業を中心に

設備投資には極めて慎重な状況が続いております。その結果、売上高は110億６千２百万円（前年同

四半期比78.7％減）、営業損失は34億３千５百万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益49億５

千２百万円）となりました。

　

②　米州

米州は、航空機、オイル関連、メディカル向けなどが比較的堅調でありますが、自動車業界向けをは

じめ全般的に需要は低水準で推移しております。その結果、売上高は29億１千５百万円（前年同四半

期比75.9％減）、営業損失は２億２千９百万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益９億３千４

百万円）となりました。

　

③　欧州

欧州は、ドイツ・イタリアなどの主要国が、金融悪化を背景に依然厳しい情勢であります。また、東

欧・ロシアにおいても、資金不足で設備投資を抑制する動きとなっており、欧州全体として低迷が続

いております。その結果、ユーロ安円高の影響も受け、売上高は27億５千６百万円（前年同四半期比

70.0％減）、営業損失は１億７千７百万円（前年同四半期連結会計期間は営業利益８億８千３百万

円）となりました。

　

④　アジア・パシフィック

アジア・パシフィックは、最大市場である中国において経済対策の効果から、インフラ整備関連、

小型自動車向けを中心に設備投資需要が上向いてきておりますが、大幅な回復には至っておりませ

ん。その結果、売上高は11億３百万円（前年同四半期比68.2％減）、営業損失は７千５百万円（前年

同四半期連結会計期間は営業利益２億８千６百万円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末と比較して63

億８千１百万円増加し、279億７千３百万円となりました。
　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは、40億９千９百万円の収入となりました（前年同四半期連結会計

期間は50億２千９百万円の収入）。主な要因は、税金等調整前四半期純損失35億３千５百万円、減価償却

費14億８千５百万円、たな卸資産の減少56億１千４百万円、仕入債務の減少25億３千９百万円、及び法人

税等の還付額31億２千４百万円によるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは、５億５千４百万円の支出となりました（前年同四半期連結会計

期間は28億６千８百万円の支出）。主な要因は、定期預金の純減少額３億円、有形固定資産の取得による

支出６億９千６百万円、無形固定資産の取得による支出３億１千７百万円、及び有形固定資産の売却によ

る収入２億９百万円によるものであります。

　

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは、29億８千７百万円の収入となりました（前年同四半期連結会計

期間は11億２千万円の支出）。主な要因は、長期借入による収入70億円、及び長期借入金の返済による支

出40億２百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における当グループの研究開発活動の金額は、514百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第１四半期連結会計期間末において計画していた設備投資予定額4,000百万円は、当第２四半期連結会

計期間において2,500百万円に変更しております。主な設備の新設及び改良拡充の状況は次のとおりであ

ります。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完成予定
年月総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

オークマ㈱
本社工場
（愛知県丹羽郡大
口町）

一般機械の
製造・販売

機械加工設備等 700 193自己資金
平成21年
４月

―

同上
可児工場
（岐阜県可児市）

同上 同上 600 188 同上 同上 ―

(注) １　上記設備の完成による生産能力は、前連結会計年度末の生産能力に比べ、若干の増加を見込んでおります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

当第２四半期連結会計期間末において、重要な設備の除却等は計画しておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 493,862,000

計 493,862,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 168,775,770168,775,770
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 168,775,770168,775,770― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年９月30日 ― 168,775 ― 18,000 ― 39,951
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 14,810 8.77

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 9,896 5.86

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 9,395 5.56

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 7,975 4.72

中央三井信託銀行株式会社
(常任代理人日本トラスティ・
 サービス信託銀行株式会社)

東京都港区芝３丁目33番１号
(東京都中央区晴海１丁目８番11号)

4,045 2.39

オークマ取引先持株会 愛知県丹羽郡大口町下小口５丁目25番地の１ 3,408 2.01

岡谷鋼機株式会社 名古屋市中区栄２丁目４番18号 3,183 1.88

資産管理サービス信託銀行株式
会社(証券投資信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番12号 2,983 1.76

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７番３号 2,904 1.72

ザ　バンク　オブ　ニューヨーク　
１３２５６１
(常任代理人株式会社みずほコー
 ポレート銀行決済営業部)

ONE WALL STREET NEW YORK NY 10286 UNITED
STATES OF AMERICA
(東京都中央区月島４丁目16番13号)

2,700 1.59

計 ― 61,301 36.32

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 9,896千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 9,395千株

資産管理サービス信託銀行株式会社(証券投資信託口) 2,983千株

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

10/30



(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通
株式

4,301,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通
株式

162,816,000162,816 ―

単元未満株式
普通
株式

1,658,770― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 168,775,770― ―

総株主の議決権 ― 162,816 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１千株（議決権１個）含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式505株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オークマ株式会社

愛知県丹羽郡大口町下小口
５丁目25番地の１

4,301,000 ― 4,301,000 2.5

計 ― 4,301,000 ― 4,301,000 2.5
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 444 514 523 454 492 491

最低(円) 356 421 422 365 425 440

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

氏名 新役名及び職名 旧役名及び職名 異動年月日

森　　義彦

専務取締役
（営業本部長兼海外本部管
掌兼サービス本部管掌兼
オークマ　アメリカ　
Corp.管掌兼オークマ　
ヨーロッパGmbH管掌）

専務取締役
（営業本部長兼海外本部担
当兼オークマ　アメリカ　
Corp.担当兼オークマ　
ヨーロッパGmbH担当）

平成21年６月29日

江崎　　毅

専務取締役
（調達本部長兼技術本部管
掌兼北一大隈（北京）机
床有限公司管掌）

専務取締役
（調達本部長兼技術本部担
当兼北一大隈（北京）机
床有限公司担当）

平成21年６月29日

石原　敏夫

常務取締役
（人事部担当兼総務部担当
兼輸出管理室担当兼内部
監査室担当）

常務取締役
（管理本部長兼情報システ
ム部長兼関係会社担当兼
人事部担当兼輸出管理室
担当）

平成21年６月29日

冨田　俊雄
取締役
（経理・企画部担当）

取締役
（管理本部副本部長兼経理
部長）

平成21年６月29日

領木　正人
取締役
（ＦＡシステム本部長兼情
報システム部長）

取締役
（ＦＡシステム本部長兼Ｆ
Ａ製造部長）

平成21年６月29日

伊藤　正道

取締役
（サービス本部長兼可児工
場長）

取締役
（サービス本部長兼サービ
ス部品部長兼可児工場
長）

平成21年６月29日

取締役
（サービス本部長兼アジア
サービスセンター長兼可
児工場長）

取締役
（サービス本部長兼可児工
場長）

平成21年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,050 26,760

受取手形及び売掛金 16,596 31,262

有価証券 4 4

たな卸資産 ※１
 38,034

※１
 46,878

その他 2,983 8,883

貸倒引当金 △601 △652

流動資産合計 88,067 113,136

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※２
 17,238

※２
 17,945

その他（純額） ※２
 16,943

※２
 20,331

有形固定資産合計 34,181 38,277

無形固定資産 3,977 3,962

投資その他の資産

投資有価証券 14,307 12,589

その他 3,970 4,217

貸倒引当金 △83 △78

投資その他の資産合計 18,193 16,728

固定資産合計 56,352 58,967

資産合計 144,419 172,104

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

14/30



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,903 19,250

短期借入金 281 7,266

1年内返済予定の長期借入金 7,171 6,888

未払法人税等 751 1,657

賞与引当金 1,174 1,272

役員賞与引当金 － 12

その他の引当金 260 469

その他 5,912 7,614

流動負債合計 21,455 44,430

固定負債

長期借入金 21,685 18,971

退職給付引当金 784 738

その他の引当金 72 70

負ののれん 783 1,040

その他 2,623 1,527

固定負債合計 25,948 22,348

負債合計 47,404 66,778

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,673 41,674

利益剰余金 43,213 52,924

自己株式 △3,171 △3,169

株主資本合計 99,715 109,429

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △179 △1,865

為替換算調整勘定 △4,765 △4,361

評価・換算差額等合計 △4,944 △6,226

少数株主持分 2,244 2,122

純資産合計 97,015 105,325

負債純資産合計 144,419 172,104
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 102,660 29,790

売上原価 71,408 25,480

売上総利益 31,252 4,309

販売費及び一般管理費 ※１
 18,963

※１
 10,593

営業利益又は営業損失（△） 12,288 △6,283

営業外収益

受取利息 211 45

受取配当金 321 116

負ののれん償却額 256 259

持分法による投資利益 16 13

その他 398 328

営業外収益合計 1,205 763

営業外費用

支払利息 296 300

為替差損 337 353

その他 370 317

営業外費用合計 1,004 972

経常利益又は経常損失（△） 12,489 △6,492

特別利益

固定資産売却益 － 86

投資有価証券売却益 － 37

特別利益合計 － 123

特別損失

投資有価証券評価損 2,514 －

特別損失合計 2,514 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

9,975 △6,368

法人税等 ※２
 4,246

※２
 2,981

少数株主利益 264 32

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,464 △9,382
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 55,333 15,279

売上原価 38,026 13,265

売上総利益 17,306 2,013

販売費及び一般管理費 ※１
 10,538

※１
 5,353

営業利益又は営業損失（△） 6,768 △3,340

営業外収益

受取利息 125 19

受取配当金 160 3

負ののれん償却額 128 129

法人税等還付加算金 － 96

持分法による投資利益 7 9

その他 174 127

営業外収益合計 596 386

営業外費用

支払利息 146 152

為替差損 136 287

その他 244 228

営業外費用合計 528 668

経常利益又は経常損失（△） 6,836 △3,622

特別利益

固定資産売却益 － 86

特別利益合計 － 86

特別損失

投資有価証券評価損 2,514 －

特別損失合計 2,514 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,321 △3,535

法人税等 ※２
 2,201

※２
 4,020

少数株主利益 120 23

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,000 △7,579
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

9,975 △6,368

減価償却費 3,598 2,814

負ののれん償却額 △256 △259

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 △31

賞与引当金の増減額（△は減少） △283 △117

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △59 △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） △167 △15

受取利息及び受取配当金 △533 △162

支払利息 296 300

為替差損益（△は益） 1,152 △50

持分法による投資損益（△は益） △16 △13

投資有価証券評価損益（△は益） 2,514 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △37

固定資産売却損益（△は益） △3 △86

固定資産廃棄損 28 3

売上債権の増減額（△は増加） 3,033 14,348

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,233 8,464

仕入債務の増減額（△は減少） △151 △13,197

その他 376 225

小計 13,242 5,805

利息及び配当金の受取額 416 193

利息の支払額 △299 △303

法人税等の支払額 △3,644 △1,142

法人税等の還付額 － 3,124

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,715 7,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － △2,700

有形固定資産の取得による支出 △4,225 △1,171

有形固定資産の売却による収入 17 2,989

無形固定資産の取得による支出 △1,335 △714

投資有価証券の取得による支出 △8 △90

投資有価証券の売却による収入 － 88

その他 △164 △146

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,716 △1,743
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 149 △7,000

長期借入れによる収入 4,000 7,000

長期借入金の返済による支出 △5,102 △4,002

リース債務の返済による支出 △26 △16

自己株式の売却による収入 6 1

自己株式の取得による支出 △26 △3

少数株主への配当金の支払額 △1 △0

配当金の支払額 △1,831 △328

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,832 △4,351

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,677 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,511 1,596

現金及び現金同等物の期首残高 27,456 26,376

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,945 27,973
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

損益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用

を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 16,507百万円

仕掛品 16,393　

原材料及び貯蔵品 5,133　

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 21,832百万円

仕掛品 19,380　

原材料及び貯蔵品 5,664　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、55,029百万円で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、54,937百万円で

あります。

　３　受取手形裏書譲渡高は、86百万円であります。 　３　受取手形裏書譲渡高は、232百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 5,481百万円

販売諸掛 2,674　

報酬、給料及び手当 4,199　

旅費通信費 1,108　

研究開発費 610　

減価償却費 278　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 2,089百万円

販売諸掛 1,707　

報酬、給料及び手当 2,757　

旅費通信費 638　

研究開発費 464　

減価償却費 267　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 3,298百万円

販売諸掛 1,322　

報酬、給料及び手当 2,159　

旅費通信費 544　

研究開発費 423　

減価償却費 156　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 1,292百万円

販売諸掛 724　

報酬、給料及び手当 1,324　

旅費通信費 310　

研究開発費 313　

減価償却費 129　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 26,334百万円

有価証券勘定 4　

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△393　

現金及び現金同等物 25,945　

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 31,050百万円

有価証券勘定 4　

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金等
△3,081　

現金及び現金同等物 27,973　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 168,775,770

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,432,126

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 328 2 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

四半期報告書

22/30



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当グループの事業は、一般機械の製造・販売業という単一セグメントでありますので、事業の種類別セ
グメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

31,98112,0579,140 2,15355,333 ― 55,333

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

19,933 34 56 1,31721,341(21,341) ―

計 51,91512,0919,197 3,47076,674(21,341)55,333

　営業利益 4,952 934 883 286 7,056(   288)6,768

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

8,831 2,911 2,667 868 15,279 ― 15,279

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

2,230 3 89 235 2,559( 2,559) ―

計 11,0622,915 2,756 1,10317,838( 2,559)15,279

　営業損益 △3,435 △229 △177 △75 △3,917 577 △3,340
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前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

59,11419,56119,4144,569102,660 ― 102,660

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

35,557 80 111 2,30238,052(38,052) ―

計 94,67219,64219,5266,871140,713(38,052)102,660

　営業利益 8,401 1,237 2,059 729 12,428(   139)12,288

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・パ
シフィック
（百万円）

計(百万円)
消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

17,8926,048 4,188 1,66129,790 ― 29,790

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

4,942 25 125 757 5,850( 5,850) ―

計 22,8346,073 4,313 2,41835,640( 5,850)29,790

　営業損益 △5,863 △468 △455 △145 △6,933 650 △6,283

　
(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域
(1) 米州……アメリカ
(2) 欧州……ドイツ
(3) アジア・パシフィック……中国、台湾、オーストラリア
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 12,409 9,217 10,109 31,737

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 55,333

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

22.4 16.7 18.3 57.4

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,899 2,705 3,138 8,743

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 15,279

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

19.0 17.7 20.5 57.2

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 19,804 19,723 17,557 57,084

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 102,660

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

19.3 19.2 17.1 55.6

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　

　 米州 欧州
アジア・
パシフィック

計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 6,087 4,239 6,603 16,931

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 29,790

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.4 14.2 22.2 56.8

　
(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 米州……アメリカ、ブラジル

(2) 欧州……オランダ、ルーマニア、ドイツ、ロシア、イタリア

(3) アジア・パシフィック……中国、韓国、オーストラリア、インドネシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 576.66円
　

１株当たり純資産額 627.94円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 97,015 105,325

純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

2,244 2,122

（うち少数株主持分（百万円）） (2,244) (2,122)

普通株式に係る四半期連結会計期間末
（連結会計年度末）の純資産額
（百万円）

94,771 103,203

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末（連結会計年度
末）の普通株式の数（千株）

164,343 164,349

　

２  １株当たり四半期純損益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 32.84円
　

１株当たり四半期純損失（△） △57.08円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないた

め、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　　 ２　１株当たり四半期純損益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期純損益(百万円) 5,464 △9,382

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損益(百万円) 5,464 △9,382

普通株式の期中平均株式数(千株) 166,359 164,346

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 12.02円
　

１株当たり四半期純損失（△） △46.12円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結会計期間は潜在株式が存在しないた

め、当第２四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　　 ２　１株当たり四半期純損益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期純損益(百万円) 2,000 △7,579

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損益(百万円) 2,000 △7,579

普通株式の期中平均株式数(千株) 166,354 164,344
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

オークマ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人
　

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　名　　倉　　幸　　一　　㊞

　 　 　

指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　山　　内　　佳　　紀　　㊞

　 　 　

指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　田　　中　　登 志 男 　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

クマ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オークマ株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月９日

オークマ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人
　

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　名　　倉　　幸　　一　　㊞

　 　 　

指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　山　　内　　佳　　紀　　㊞

　 　 　

指　定　社　員
業務執行社員

　公認会計士　　田　　中　　登 志 男 　 ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

クマ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オークマ株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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